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 生涯でがんと診断される方は、2人に1人
 がんの5年生存率は64.2％

しかし、世論調査（平成28年）では、
 2人に1人はがんにかかると思う人は31.3%
 5年生存率が50％超えている思う人は29.5%
➡がんは稀な珍しい不治の病

 がんと診断されて、頭が真っ白
 慌てて仕事を辞めてしまう・・・

身近なところで信頼できるがん情報を得られることが大切



がん診療連携拠点病院などは全
国に453か所指定
 誰でも相談できるがん相談支
援センター設置

 がんの冊子を配布

一方、情報が届かない人もいる
 空白の医療圏60か所
 病院を訪ねるのは、抵抗感を
感じる

 インターネットを使えない

もっと、身近なところで情報をえる
ことができないか？



医療・行政・公共図書館との連携の魅力

 元気な人が生活の中で来る場所・医療に無関心な人も。

病気になって初めて訪れる病院

 小さな町村にも

基準を満たすがん診療連携拠点病院は偏在

 社会教育施設としての様々な可能性

医療機関でできることの限界

 扱いづらい医療情報についての方針を整理する場

 レファレンスで答えられない医療や病気についてのリファー先の確保
4

医療機関からみると・・・

図書館からも・・・



“がん情報発信基地”としての図書館をめざして
～「がん情報ギフト」事業の展開～

 スタート:2017 年 7 月
 目 的:「すべての人が、必要なときに、信頼できるがん情報を得られる社会」

を目指したプロジェクト
 取り組み: ①がん情報を「つくるを支える」

②がんの冊子を寄贈品として全国の公共図書館等に「届けるを贈る」
 「がん情報ギフト」寄贈館数:613館（＊2023年4月現在）

全国の情報発信源として存在感のある仲間を面としての広がりへ



がん情報ギフトプロジェクト 2017年8月～
累計450件、2000万円を超える温かいご寄付を賜りました。

35
121

343

433

534
577

35

86

222

90

101

43
36

0

100

200

300

400

500

600

700

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

がん情報ギフト寄贈館の推移

既寄贈館 新規寄贈図書館数

５７７

１２１

３４３
４３３

５３４

３５

613



がん情報ギフト「結ぶ」事業
～趣旨とこれまでの参考事例～

国立がん研究センターがん対策研究所
がん情報ギフトプロジェクト事務局



がん情報ギフト「結ぶ」事業

「結ぶ」事業

がん情報ギフト寄贈館が「市民へのがん情報普及の拠点」として、確か

ながん情報の提供とがん相談支援センターを周知すること、さらにその役

割を図書館が医療機関等と連携し、拡充・発展させていくこと

「がん情報ギフトセットがある」だけでなく、様々な関係者を結んだ拠点
として、住民の皆さんに活用される場所へ



“人”が見えるブックリスト

図書館が得意な「書籍」を
がん相談支援センターの皆
さんが紹介

（発行元：東京都がん診療連携協議会相談・情報部会 担当者連絡会図書館連携チー
ム、国立研究開発法人国立がん研究センター）

▶タイトル：『がん相談支援センター長に聞く「人
生に向き合う」ブックリスト』
▶内容：「人生に向き合う」をテーマにがん相談
支援センター長が大切にしたい本を選定。今
までのこと、これからのこと、大切にしたいこと
を考えるきっかけになるようなリスト

島嶼部を含む寄贈館、全拠点病院で配
布中

2021年度「結ぶ」パイロット（東京）
東京都がん診療連携協議会
相談・情報部会

事例①－1



「情報の探し方」を伝える:パスファインダー

図書館が得意な「情報の探
し方」を伝える

（埼玉県立図書館と、埼玉県保健医療部疾病対策課、埼玉県教育局
保健体育課との連携で作成）

2022年度「結ぶ」公募企画
埼玉県立久喜図書館
× 埼玉県保健医療部疾病対策課
× 埼玉県教育局保健体育課

▶ニーズの高いがん情報について、ガ
イドブックやウェブサイトなどの情報
源をまとめて紹介

▶「AYA世代」向けのパスファイン
ダーを県内の高校と特別支援学校の高
等部の生徒を対象。二次元コードで
「がんを知るために」「がん患者のお悩
み」「相談する・話を聞く」「信頼できる情
報を探す」にアクセス。

事例①－2

2022.2.16 実施報告会資料より抜粋



動画を作成し、県の公式YouTubeチャンネルで発信

がん情報ギフト、がん相談支援セン
ター、がん情報サービスをその地域の
担当者が紹介

～地域の視点で伝える～

▶「信頼のおけるがん情報を見つけよう」
2021年度「結ぶ」パイロット（島根）

県内のがん相談支援センターをハートでリレーがん対策課＆県拠点相談員

事例②-1



動画を作成し、県の公式YouTubeチャンネルで発信

地域の病院、診療所の医師
保健福祉課（がん検診担当）
図書館員が登場

がん情報ギフト、がん検診、がんの相談を伝える

▶「信頼のおけるがん情報を見つけよう」

隠岐の島町版
西ノ島町版
海士町版

～知っている「あの人」

が伝える～

事例②-1（続き）



コミュニティラジオで、関係者が発信

⇐地域のがん経験者

⇐自治体のがん検診担当課

地域の医療者
⇓

2022年度「結ぶ」公募企画
秋田県 鹿角市立花輪図書館・花輪図書館
× がん診療連携拠点病院
がん相談支援センター

× がん対策担当課

事例②-2

2022.2.16 実施報告会資料より抜粋



講演会を含む多機関でのイベント開催

緩和ケア内科医×がん看護専門看護師
トークライブ

基調講演
『緩和ケア医が、がんになって』著者

大橋洋平さん講演会

事例③-1

2022年度「結ぶ」公募企画
三重県 長島輪中図書館
× 保健医療課
× がん相談支援センター
× 地域のイベント・プロジェクト 2022.2.16 実施報告会資料より抜粋



講演会を含む多機関でのイベント開催

2022年度「結ぶ」公募企画
岐阜県 岐阜市民病院
× 岐阜市内のがん診療連携拠点病院
× がん相談支援センター
× 地域のイベント・プロジェクト

事例③-2

展示「がん相談支援センター」

展示「グリーフケアとは」 ワークショップ「手作りガーゼ帽子」

関連本特設コーナー
2022.2.16 実施報告会資料より抜粋



講演会の共同開催
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・場所、講師が確保できれば開催可
・共催すれば個々の予算を持ち寄って有効に使える（会場も無料で使いやすい）
・いつもと違うところからも集客できれば互いにとってメリット

2015年 北海道浦河町

地域で受けられる医療の安心と、拠点病
院を頼ってほしいときを併せて伝える 検診をちょっと体験

図書館のコーナーを
実物展示

事例③-3

2015年度JST事業（パイロット）
北海道がん診療連携協議会相談・情報部会
× 浦河日赤病院
× 浦河町立図書館
× 浦河町
（教育委員会、保健福祉課）



図書館が得意な映画上映会との組み合わせ
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PPTの紙芝居式ビデオ・・録音してしまえば毎回可能
・がん相談支援センターの紹介
・本の紹介
・オリジナルストーリー演劇

・・ちょっと難易度高し

図書館でしばしば行われる映画鑑賞
会ちょっと＋α

事例③-4



資料・展示の巡回
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障害者福祉分野も参加して

ひといき

国立
がん研究
センター

堺市立
図書館

視覚・聴
覚障害者
センター

大阪労災
病院

堺市立
総合医療
センター

堺
市役所

2022年度「結ぶ」公募企画

からだといのちのブックリスト
⇒音声版、点字版も。

連携期間を巡回していく予定

堺市立健康福祉プラザ障害者週間に行われるフェスティバルで展示

2022.2.16 実施報告会資料より抜粋

事例④


